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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

１ ． 多 文 化 教 育と 社 会関 係 資 本 に 関 する 理 論研 究 の 検 討 ― ―多 文 化コ ミ ュ ニ テ ィ と多 文 化教 育

に 関 し て 、 社 会関 係 資本 の 視 点 か ら 分析 す るこ と の 意 義 を 確認 し つつ 、 今 回 の 調 査の 方 法を 検

討 し た 。  

 

２ ． 学 芸 大 学 にお け る日 本 人 学 生 と 留学 生 のイ ン タ ラ ク シ ョン の 機会 に 関 す る 調 査― ―  

日 本 人 学 生 と 留学 生 に対 し て 質 問 紙 調査 を 実施 し 、 相 互 交 流の 機 会の 状 況 に つ い て確 認 した 。

さ ら に 、 そ の 回答 者 の中 か ら 一 定 の 条件 に ある 学 生 を 抽 出 して イ ンタ ビ ュ ー を 実 施し 、 具体 的

な 相 互 交 流 の 実際 と 相互 理 解 の 状 況 につ い て聞 き 取 り を 行 った 。 その 結 果 、 ① 文 化や 行 動様 式

の 違 い よ り も 、不 十 分な 言 語 コ ミ ュ ニケ ー ショ ン 能 力 が 円 滑な 相 互交 流 の 妨 げ と なっ て いる 、

② 組 織 的 な 授 業や 相 互交 流 プ ロ グ ラ ムな ど 組織 的 だ け で は 、お 互 いの 違 い が 強 調 され 、 日常 的

で 継 続 的 な つ きあ い には つ な が り に くい 傾 向が み ら れ る 、 ③同 じ クラ ス や サ ー ク ルで 、 ある い

は 同 じ 学 生 宿 舎で の イン フ ォ ー マ ル なつ き あい が 活 発 で あ る場 合 には 、 お 互 い の 国や 文 化の 違

い を 意 識 す る こと が 少な い 傾 向 が あ るこ と 、な ど が 確 認 さ れた 。  

 

３ ．レ ス タ ー 大 学 で の International Students に 対 す る 取 り 組み の 調査 ― ― 上 記 調 査で 確 認し

た 学 芸 大 の 状 況と 比 較し つ つ 、 International Students の 在 籍 者 数 が多 い レ ス タ ー 大学 に おけ

る 取 り 組 み の 状況 を 現地 調 査 に よ り 確認 し た。 そ し て 、 ① 学生 の 間に は 出 身 国 の 違い だ けで な

く 、 エ ス ニ シ ティ や 宗教 な ど の 違 い によ る 多様 性 が 存 在 す る、 ② より 多 く の International 

Students を 受 け 入 れ よう と す る 大 学 のポ リ シー に 応 じ 、 International Students に 対 し ては、

異 文 化 間 の 相 互理 解 の促 進 と い う よ りも 、 International Students がレ ス タ ー 大 学 での 生 活に

な る べ く 早 く 適応 し 、安 全 で 充 実 し た生 活 を送 る こ と の で きる よ うな 条 件 整 備 に 力を 入 れて い

る 、③ そ の た め 、到着 した し た ば か り の International Students に 対 する オ リ エ ン テ ーシ ョ ン・

プ ロ グ ラ ム や 、 Home Students に よ る 支 援 と して の Buddy 制 度 に 力 が注 が れ て い る 。④ ま た、

Chaplaincy Centre が 定 期 的 に 開 催 す る International Tea で は 、 英語 に よ る コ ミ ュニ ケ ーシ

ョ ン が 十 分 で はな い International Students に対 し 、気 軽 に 英 語 で話す 機 会 を 提 供 する こ とを

中 心 的 目 的 と して い る。  

 

４ ． レ ス タ ー 大 学 School of Education の Dr. Mechalis Kakos な ら びに Dr. Chris Comber と

の デ ィ ス カ ッ ショ ン ―― 英 国 に お け るシ テ ィズ ン シ ョ ッ プ 教育 と 異文 化 理 解 や 、 レス タ ー大 学

に お け る 異 文 化間 交 流と 相 互 理 解 に 関す る 研究 状 況 に つ い て確 認 する と と も に 、 学芸 大 とレ ス

タ ー 大 学 の 現 状の 比 較検 討 と 社 会 関 係資 本 につ い て の 意 見 交換 を 行っ た 。  

研究成果発表方法  
・ 大 学 生 の 異 文 化 間 イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 機 会 と 相 互 理 解 に 関 す る 比 較 研 究 ― 東 京 学 芸 大 学 と レ ス タ ー  

大 学 を 対 象 と し て 、 渋 谷 英 章 ・ 見 世 千 賀 子 、 日 本 比 較 教 育 学 会 第 48 回 大 会 、（ 発 表 予 定 ）  

・（ 仮 ） 多 文 化 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 相 互 理 解 ・ 協 働 の 教 育 に 関 す る 研 究 ― ― 社 会 関 係 資 本 の 視 点 か ら  

渋 谷 英 章 、 見 世 千 賀 子 、 有 澤 知 乃 、 東 京 学 芸 大 学 紀 要 （ 執 筆 中 ）  
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